
地域循環グリサポ SDGsバイオマス有機 生産 流通 消費調達

取組の成果

普及に向けた取組

成果目標と達成状況

新たな農業技術の習得など産地全体での生産技術の向上に向けた取組や、有機農業を体系
的に学ぶことができる「丹波市立農（みのり）の学校」による新たな担い手の確保など、生
産者、JA、市が連携を図り、有機農産物の新たな需要の取り込みや生産者の育成を推進する。

生産から消費までの取組を段階的に拡大するため、①有機農業を「知る・理解する」②販
路拡大・低コスト化を図ることを目的に事業を展開する。

○『有機の里』の構築に向けた堆肥の地域内循環を目指した、堆肥の品質向上の取組
○新たな販路の開拓に向けた、共同流通プラットフォームの試験導入の取組

背景・課題

品 目

構 成 員

豊かな自然や文化、歴史など美しいふるさとを100
年後にも引き継ぐために、生産者だけでなく広く市民
や企業がそれぞれの立場で参画し、手を取り合いなが
ら大切な地域資源を守り、未来に繋いでいくまちづく
りを目指している。

生産者・JA・市

水稲、野菜 等

問い合わせ先 丹波市産業経済部農林振興課 TEL：0795-88-5028

地域農家の取組事例
発表や先進農家等を
招へいした有機農業
研修会の開催

展示商談会等への出
展による販路の拡大
や共同流通プラット
フォームの試験導入

市営の市島有機センターに
おいて牛ふん堆肥を製造
安定供給体制の構築と広域
散布の実施

丹波市

丹波市有機の里づくり推進協議会（兵庫県丹波市）

学校給食での有機米
利用等を通じて有機
農業について学ぶ

達成状況
目標値
(R9)

実績
(R4)

計画時
(R3)

成果目標

84%188184163有機農業面積(ha)

78%610592530販売数量(t)

69%12011191有機農業者数(戸)

32R3補正
R4当初




